
本留学プログラムは、グローバルコミュニケーション学科のカリキュラムの⼀部として位置付けられており、卒業の要件となっています。

◎1年次　出発までのスケジュール（ELS）

*スケジュールは変更することがあります。
*協定留学のスケジュールについては、MUSCATの案内を確認してください。

グローバルコミュニケーション学科　全員留学プログラム　4年間の学び　-2024年度⼊学⽣-

留学経験を成⻑につなげる主体的な学び
協定留学

・武蔵野INITIAL
・基礎ゼミ
・キャリアデザイン(留学準備)
・異⽂化コミュニケーション概論
・英語演習科⽬

専⾨科⽬へ移⾏

⼊
学

7⽉中旬 9⽉下旬〜10⽉上旬 12⽉下旬 2⽉上旬

留学先
選定説明会

希望調査→
留学先確定

留学費⽤
納⼊締切

出発前
オリエンテーション

進級

3〜4
年次

◆学びの基礎
（⾃⼰理解・他者理解、
ラーニングスキル）

◆留学に備えた英語運⽤⼒
◆異⽂化理解⼒

◆実践的な
英語コミュニケーション⼒

◆アカデミック英語（EAP)
◆多⽂化共⽣⼒

◆総合的な⾔語運⽤⼒
◆グローバル・イシューに関する
課題発⾒⼒・解決⼒

◆専⾨の学びへのステップアップ

◆⾼度な⾔語運⽤⼒に
基づく専⾨性

◆多⽂化理解に基づく
創造的思考⼒

4年間を通して
⾝につける⼒

授業科⽬の構成

⽬標設定・
成⻑の可視化

＜キャリアデザイン(留学準備)の授業＞
・留学の⽬標設定・リサーチ計画
・留学先の地域・⽂化の理解
・キャリアデザインのための基礎知識習得
・危機管理意識の醸成

リサーチ計画の
実施と分析 ・留学経験のフィードバック（⾃⼰の成⻑分析・ポートフォリオ化）

EAP Program (ELS)
or

協定留学

・プレゼミ
・グローバルスタディーズ
・英語演習科⽬
・中国語演習科⽬
(・⽇本語演習科⽬)
・⾔語⽂化科⽬
（⽂化／⽂学／コミュニケーション／⾔語学）

・ゼミ or 課題研究演習
・英語演習科⽬
・中国語演習科⽬
・⾔語⽂化科⽬
（⽂化／⽂学／コミュニケーション／⾔語学）
・英語翻訳、英語通訳
・中国語翻訳、中国語通訳

全員留学(ELS)
学びの基礎＋留学準備 2年次

前期
2年次
後期

3⽉末〜4⽉上旬

出発

1年次

…全員留学認定科⽬(EAP科⽬)
16単位以上必須



グローバルコミュニケーション学科　全員留学プログラムの単位と成績　-2024年度⼊学⽣-

1. 単位認定科⽬表 2. 成績評価の換算表
ELS

カテゴリー レベル 授業時間 単位数 Overall average (%) 成績 備考
101 4

102 4

103 4

104 4

105 4

106 4

107 4

108 4

109 4

110 4

111 4

112 4

112＋ 4

112＋ 4

112＋ 4

112＋ 4
単位認定不可

EAP Masters 7

◆成績評価⽅法
　ELSの各セッションの成績（Overall Average）を本学の評価基準に換算して成績を付与します。◆単位認定⽅法

　①ELSの受講レベルに応じて、1セッション（4週間、計100時間）につき1科⽬[各4単位]を認定します。
　　<計5セッション＝最⼤20単位>
　②成績は本学の評価基準に従い[S・A・B・C]の評価を付与します。⇒「2.成績評価の換算表」
　（D・Xに相当する場合は単位認定不可）
　③協定留学の単位認定については、MUSCATの案内を確認してください。

◆卒業要件との関係
　卒業要件として、全員留学の認定科⽬から16単位以上（4セッション以上の合格）が必要です。

EAP Masters 3

EAP Masters 4

EAP Masters 5

EAP Masters 6
0-69 D・Ｘ

Masters

EAP Masters 2

70-78 C

単位認定

※Repeatのセッションは
成績の改善のみ可

（各レベルでの単位認定は
1回のみ）

EAP Beginner 2

EAP Intermediate 2

EAP Intermediate 3

EAP Advanced 1

79-82 B
EAP Advanced 2

EAP Advanced 3

EAP Masters 1

Advanced

ELS 武蔵野⼤学　 武蔵野⼤学
認定科⽬

Beginner

１セッション
=100時間

EAP Beginner 1

   16単位以上

90-100 S

EAP Beginner 3

83-89 A
Intermediate

EAP Intermediate 1


